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第一章 緒 言

Downes及 ピBlunt{ユ ⊃ガ1877年 日光 ノ有 スル

殺菌力 ハ 日光「スペ ク トル」中 ノ所謂 化學線 二原

因 シ、且其殺菌力 ハ菌盟 二封 シテ直接 二作用 ス

ル者 ナ リ トノ事 ラ實験報告 セシ以來學 者 ノ興味

テ喚起 シ、光 ノ有 スル殺菌力 ラ波長 二從 ツテ検

索 セル多数 ノ業績 テ見 ルニ至 レリ。先 ヅBang②

ハ1904年 大 腸菌 二 就 イテ 炭素弧光 ノ殺菌力 テ

検 シ300-350μ μ ニテ32分 、280-300μ μ ニテ

2分 、260--280Pμaテ4秒 、240-260μ μ ニテ

2秒 、220-240μ μ ニテ20秒 、210-220μ μ 幽

テ30秒,200--210μ μ ニテ2分 ノ照射時間 テ要

ス ト報 告 シ、Thiel及Wolfl3,ハ 各 種 ノ細菌 ラ

使用 シ紫外線 ノ殺菌力ハ2650-3000Aノ 波長

範園 二在 リ トセ リ。Henri等(4⊃(5,ハ 紫外線 ノ殺

菌力ハ2150-3000Aノ 間 二在 リテ、就中2800A

附近 ガ最強 ナ リ ト稻 シbLymann`6⊃ ニ ヨ レバ紫

外線 ニヨ ル 殺 菌作用 テ 時間的 二見 レ・r2000且

ヨ リ短 キ波長部 二於 イテ頓 二其力 テ檜 シ1750A

ニ テ ハ殆 ド瞬 間的 ナ リト云 ヘ リ。更 二Newco-

mer(7,⊂8Lヨ レパ殺菌力 ハ210-280μ μ ノ間 二

存 スルモX線 モ亦之 テ有 ス ト云 ヘ リ.又 眞下 ω

ハ極 メ テ 信頼 スベ キ 實験 ラ行 ヒテ、殺菌力 ガ

295μμ ヨリ突 如 トシテ起 リ漸次短 波長 トナル程

其力 テ増 シ、終 二275μ μ 一テ最強 二達 スルモ此

ヨリ短波長部 二入 レバ漸次其力 ラ減弱 シ185μ μ

二至 リテ全 ク其力 ラ失 フ事 テ見 タリ。Browning

及Russ'io)ニ ヨ レバ若 シ3時 間 ノ長 キニ亙 リテ

照射 ラ加 プレ ・{殺菌作用 ハ2150-2960Aノ 廣

キ部 二亙 リテ謹明 シ得 ラル ・モ、通 常 ハ2380-

2940A間 特 二2500-2SOOA間 二最強 ノ殺菌 力

テ認 ム ト云 ヘ リ。Bayne-Janes及 ピLingeniii'

ハ 「タ ングステ ン」弧光 モ亦185,6-296μ μ間 二

殺菌 力 ラ有 シ波長 ノ漸次減 ズルニ從 ッテ殺菌力

モ漸次其強 サ ラ檜 ス ト言 ヘ リ。其 他Passaw〈i2・'
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ハ250-300ノ 間、Car1(is)ハ265μ μ及253μ μ ノ

部 気Gatesaoos)ハ260--270μ μ間 ノ殺 菌力 テ最

モ敷果的 ナ リ ト認 メタ リ。 又 岡 ⑳ 轟 ヨレバ 紫

外緑 ノ殺菌 カバ266μ μ ラ中心 ス ル 光帯 昌於 イ

テ最強 昌シテ、次 イデ254μ μ,281μ μ,240μ μ,

297μμ,603μ μ等 テ中心 トろ ル 光帯 ナ リ トシ・

松林(1リハ2200-一 ・3000A間 殊 昌2450--2850且 間

ノ殺菌力最張 ナ リトセ リ。要之既記 ノ各實験 成

績 ハ其 實融 方法即 チ使用 セル光源 ノ種類、細菌

ラ紫外線 二曝露 スル方法等 ノ相蓮 昌 ヨリテ各異

レル成績 二到達 セル者 ナルモ、細菌 ノ種 類 ニ ョ

リ光 二封 シテ異 ル抵 抗 ラ有 スル事 ハWiesner〈ie,

Patthoff(iD),Ehrismann(20),Winterstein(2t),

TodaC22),渡 蓬 ㈹、野瀬(24)、喜 多(25)、松 林:m等

ノ研 究 ニ ヨリテ明 ナ リ.而 シテ上記多撒 ノ研究

家 ノ實験 二供 セラ レタル細菌種類 ハ甚 多鍬 ナ レ

ドモ、抗酸性菌 トシテハ僅=Bayne-Janes(11)

等 ガ實験 シタル癩菌 ト醇 セラル者 アル バ ニ シ

テ他 ノ抗 酸性菌殊 二結核菌 二 就 イテ「スペ クト

ル」的検索 テ途 ゲタル者全 ク無 シ。Bayne-Janes

第

ハ 上肥鰯 菌 ノ實触 昌際 シ「グラム」陽性及 陰性 ノ

敷種 ノ菌 昌就 イテ同一 ノ賞融 テ行 ヒシ昌,光 ノ

有 スル殺菌 力ハ細 菌 ノ異 ナル 昌従 ツ テ光 ノ波長

モ亦 異 ナル ガ如 キ事實 ラ鐙 スル能 ハザ リシト言

ヒ,眞 下 モ同 ジク繁外線 ノ殺菌作 用ハ菌種 及培

養基 ノ性質 昌無 關伍 ち 鳴馬栂 スルモ・Harrb及

Hoyt(s"一 ヨ レ2t細 菌 ハ 自己艘 中 ノ「ア こノ」酸

,基 ガ光 テ吸牧 シテ分解 スルガ爲 昌死誠 スル者 二

・シテ特殊 ノ菌 二封 シテハ異 ナル波長 ノ光 ガ逡揮

的 二作用 ス ト唱 《・タ リ。又,最近C㏄hnovitzer働

ハ 内汁 昌培養 セル 皮膜朕 ノ結 核菌塊 ラ「グ リセ

リンj寒 天4S板 培 養基 上 昌移 シテ185-250μ μ ノ

如 キ短波長 ノ紫外線 ヲ登 生 スル・「ユ・1Bach》 燈

及250-290μ μ ノ光帯e有 スル フ、ンゼ ン艇=テ

照射 セシニ、前 者ハ結核 菌 二封 シ殺菌作 用 テ有

スルモ後者 ハ殺菌作用 テ有 セズF羅 告 シbToda

働 ハ或球菌及大 腸菌 ノ如 キ非抗 酸性菌 卜結 核菌

ヨ 　

トノ混合浮澹液テ紫外線ニテ照射 セル昌非抗酸

性菌 ノ死滅 セル後 モ結核菌ハ猫生存 シ得 ル事 ヲ

認 ノタリ。以上 ノ業績中 ノ要鮎ハ第1表 ノ如 シ。
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是等諸家ノ實験成績 テ綜合スレバ250-290μ μ

ノ光ハ結核菌以外 ノ諸菌二封 シテ殺菌力テ有ス

葎モ、結核菌ハ是等諸種菌二比 シテ彊キ抵抗力
セ

ヲ有 スル ガ如 ク、猜Cechn・vitzerハ 結 核菌塊

テ試験 材料 トシ且ツ紮外線 ノ波長 昌從 ツテ分別

セザ リシ矯 二精密實験 ト認 メ難 キテ以 テ、是等

ノ黙 テ明 ゐ センガ橘 二余 ハ次 ノ實験 チ行 《・リ。

第二章 實験方法

菌乳剣 テ塗布 シタル李面培養基 テ分光窮眞器二

敢 リ附 ケ紫外線 二露 出 シタル後解卵器 二入 レ、

「スペ ク トル」二相慮 セル菌 ノ螢育状態 二依 リ光

ノ殺菌力 テ検 セル者 ハ眞下(9)、Browning'10・ 等

ア リ。之 ハ確實 ナル實験 成績 テ與 フル良法 ナ レ

ドモ、照射拉 二培養 二長時 日ラ要 スル各種抗酸

性菌 ノ場合 ニハ不 適當 ナ リ.由 ツテ余 ハ次 ノ如

キ操作 二依 レリ。 即 チ京大理學 部木村教授 ノ好

意 二依 リ、特 二余 ノ爲 二該 教室 ニテ水銀燈 紫外

線部各光帯 ノ間隔 テ大 ナ ラシメ且 ツーF一要 光帯 ノ

幅 ラ所要 距離 ニテ随 意 二1--3mmト ナ シ得 ル

ガ如 ク改 造 セラ レタル、 小型軍相 「プリズム」石

英 分光窮眞器 テ使用 スル便宜 ヲ與 ヘ ラ レタルテ

以 テ、 内径1mmテ 有 スル短 キ 石英試験 管 二菌

浮游液 テ入 レタル者 ラ爲眞乾板 ノ位置 二於 イテ

各 光帯 二相當 スルガ如 ク固定 シテ種 々 ノ時間紫

外線照射 テ行 ヒタル後 二培養 テ行 ヒテ菌 ノ生死

テ定 メタ リ。 カ クシテ抗 酸性菌 二封 スル紫外線

「スペ ク トル」ノ殺菌力 テ精密 二検 出 シ得 タリ
。

是等過程 ハ几 テ完全 二無菌的 二操作 セラ レタル

事 ハ勿論 ナ リ。 光源 トシテハ 日本石英 工業株式

含肚製 ノ石 英 水銀燈 ラ用 ヒ、使用電流 ハ60「 ボ

ル ト」、2「ア ンペ ア」トセ リ。光源 卜可検物 トノ

距離 ハ全實験 テ通 ジテ90cmト シ常 二石英 集光

「レンズ」ラ使用 セ リ
。

實験 二供 セル菌株 ハ人型 及牛型結核菌 ノ数種、

鳥型結核菌及 「チモ テー」菌 ノ各 一種 ニ シテ、 一

定量 ノ菌塊 テ璃 磯乳 鉢内 二入 レテ生理的 食盤 水

e

,第 三 章

1滴 ラ連績注加 シ、30分 間極 メテ丁寧二癬砕 シ

テ菌ヲ各個 二分離 シ、約0・2%ノ 菌俘游液 トセ

リ。更 二此菌俘游液中 ノ菌粗塊 ラ遠心沈澱法二

依 リテ除去 シ、肉眼的ニハ殆 ド透明二見ユルガ

如 キ稀薄菌浮游液テ作 リ、常 ニチール、ネ∠ヒ竺

ン氏法ニテ菌 ノ分離状態 ラ検 セリ。次二注射器

ラ用 ヒテ此菌浮游液 テ滅菌セル内脛1mmラ 有

スル短キ石英試験管 ノ多数二注入シ、其1本 宛

ラ豫 メ水銀燈紫外線部 ノ各主要光帯 ノ位置テ定

メタル寡眞取枠内二固定 シタル後一定時間ノ照

射テ行 ヘリ。照射後直二各試験管 ノ菌浮游液 テ

白金耳ニテレーヴ.ン シ沼 イン氏鶏卵培養基及

余 ノ考察 セル墨汁加鶏卵培養基上二移 シ、振氏

37度 ノ艀卵器内ニ テ培養 シ日々菌 ノ嚢育状態

テ比較検査 セリ。

墨汁加鶏卵培養基 トハレーヴェンシ、タィン氏鶏

卵培養基 二用ヒラル ・「マラヒットグリュー ン」二

代 フルニ磨 リ下 セル麦那墨墨汁テ培養基 ガ淡黒

色ラ呈 スル程度二加 フル者 ニシテ、培養基爲眞

撮影 ラ容易ナラシム。

供試 ノ人型及牛型結核菌ハ3乃 至4週 間、鳥型

結核菌及「チモテー 菌 ハ4乃 至7日 間培養 セル

者ニシテ、 猫24時 間培養 ノ大腸菌及白色葡萄

状菌二就 イテ参考的二同様ナル實験テ行ヘリ。

菌浮游液ラ氷室内二長時間保存 スル時ハ菌 ノ集

結テ來 タステ以 テ、實験 ノ都度新 シク菌浮游液

ラ作成 セリ。

實験成績

余ハ就記 ノ實験方法ニヨリ水銀石英燈 ノ主要光

帯 ノ有スル殺菌力ラ良 ク比較スル事 テ得 タリ。

嘗 テWiesner(19)等 ハ 光 ノ殺 菌 作 用 ハ 菌 量 二 關

係 ナ シ ト唱 ヘ タ ル モ 、Janowski㈲,Kirstein(2⊃),
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Krauselso),Perkinscss》 等 ハ菌敷 多キ時 昌ハ多 ク

ノ時間 ラ要 ス ト云ヘ リ。余 ハ湛 心沈澱法 一陶テ粗

塊 ヲ除 一t'タル結核菌 ノ1%及0・2%浮 澹 液 嵩就

キ「スベ ク トルJ篇 眞 ノ撮影 テ行 ヘ ルニ窮眞第 一

ニ テ明ナ ル 如 ク透 過 光二著明 ナ ル 差 手認 メタ

リ。 叉本實隙 ニテモ1%ノ 如t濃 厚菌浮游液 ラ

用 ヒタル時 ハ實験 ノ目的 ラ達 λル能 ハ ズシテ、

上記 ノ如 ク甚 シキ稀糧菌液 ラ長時間照射 シテ始

メテ確實 ナル實験成績 テ慕 グル ラ得 タ リ。而 シ

テ照射後 ノ菌 ノ嚢育状態 ハ各實験 毎 嵩其黄育歌

態 ラ爲眞 二保存 シテ他 日ノ比 較 二便 セリ。余 ノ

使 用 セル墨 汁加培 養基 ハ菌 ノ黄 育1伏態 ヲ窺眞撮

影 スル ニ極 メテ恰適 ナル ノ け ラズ菌聚 落 テ蛮

見 スルニ モ 亦容 易ナルモ、 「マ ラピ,ト グリ.、一

ン」加培養基 二比 シ雑 菌 ラ生 ジ易キ峡鮎 アル ラ

以 テ結核菌 ノ分離 ニハ不適常 ナ リ.只 木實験 ノ

如 ク培養菌 ノこラ用 フル場合 昌ハ何等 ノ峡鮎 ナ

シ。

實験成績 ラ刺定センガ民昌ハ培養基上昌菌聚薦

チ初 メテ肉眼睨得 ル迄 ノ培養日販及菌 ノ褒育歌

態 ラ標準 トセリ。而 シテ菌 ノ磯酬 犬態 テ艦 帯,

+、 一ノ四階級x分 チ、 た々封照F比 シテ菌 ノ

搬育 ノ同等ナルモノ、菌 ノ疲育梢 ℃不良 昌シテ

聚落倣モ少キ者,薗 ノ敬育著 シク不良 昌シテ撒

モ極 メテ少 †者及全 ク登育セザル者 ナル事 ヲ表

セリ。

一、人型結核菌

四種 ノ人型結核菌 昌就 キ撒同 ノ實験 ヲ行 ヘ リ。

窮眞第2、 第3及 第2表 、第3表 ニテ實触域績

ノー部 子示 シタリ。

第2表 人 型 結 核 菌

菌 株 名 1緒 方 株
i

iフ ラ ンク フ ル ト株 御 園 株
F

マ ー 一一一一培養基
ノ種類

一 一

小 レ
「

}}一

旨

小レ幽 沙 と
一一聖.小 レ1小 レ.舵 一一生ヨ 小ヒ巨 監

一一 一　一 『{一 一 　「 一}一 一 一一}一 一 一

1
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長 ＼一 一一

一 一一
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一 曹一}
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}』
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}一 塵}`}一 一一}
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摺A 鍬
_字_

柵 柵
1111

帯 柵 琳 柵[
111r1111 盟 蝿 腿措翻 膿 帯 帯

1414
帯 帯
1111

柵 柵
1111

3655A ノ 、

聚 ・
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ノ
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1414
帯 柵
1414

柵 柵
1111

柵 柵

1111

2967A 柵 帯
1111

什 十}
1212

十十十十
1212

十十 十}
1212

十 十
1515 嚇雌 十昏十十

1415
十十十卜
1515

十十 十十
1112

十十十十

1212

2894A 柵 柵
1112

十卜十卜
1212

十}十十
1212
柵1
1212

十 十
1415

++1朴 督
151511415

十十十}

1415
十十十}
1515

十十十十
1112

十十十←

1112

用

2804A 擁1撮
1

十 十
1313

十 十
1314 圭吉髄 隅 十 十

1516
十 十
1617●

十 十
1213

十 十
1314

2700A 十十十十 十}十卜 十十十十 十卜十} 十 十 十 十 十十十十 十十十} 十十十十 十十十十 什 十卜
1112 1212 1213 1212 1516 1415 1415 1515 1515 1111 1112

2654A 十 十 十 十 十 十 一 ■■■■9 一 一 一 一 十 十 十 十 一 一 十 十 ■■■■9一

・2・31・314 1415 3535 3434 3434 1516 1819 3030 1314 2828

2536A 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 ■■圏■■ 一 十 十 十 十 娼■■■■陰 ■■國■9 十 十 一 自
1313 1314 1415 3535 3434 3434 1616 1919 3030 1414 2828

甥A
十十十}
1213

十 十
1314

十 十
1314
十 十
、4151葡1葡

十十十÷
1515

十 十

1516
十 十
1719

十 十
1213

十 十
1415

踵
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第3表 人型結核菌

株野浅

器
器
巫
聾
墨
蔽骨15朴
15

株方緒

5
時
間

措

丁

讐
3・
二
3・
7
3・
一

30

骨
14

4

時
間

墨
志
+
旭一
一

3・
一
一

3・

一

30

什
13

2

時
間

措一

拉

董

立
+
旭
+
至

詰

1

時

間

墨
拉

韮
+
⊥
+
⊥
+
路

、コ

ー¶

,
ー

i!

i,

ii卦

13

1

一

射
間名「照時

一

ー,

」

数
画子

ハ

聚

落豪

見

迄
ノ

日
数

一

一

一

㎝

讃A3231
略捌

且駆27

且脳2

砥

一

瓶鵬娚2

Am2
同一 ノ菌株 テ用 ヒテ實験 テ反覆 スルモ常二同一

ノ結果 テ得ル事 ハ極 ノテ困難ニ シテ其原因ハ後

段 ≒記 スガ如 シ。多数 ノ實験 テ反覆 シテ吾人 ノ

知 リ得タルへ 石英水銀燈紫外線 ノ有 スル結核

菌嚢育障碍力ハ3022且 以上 ノ長波長ノ 光ニハ

之ラ認ムル事能ハズ シテ2967A,2394A及280
ゆ

4Aテ 中 心 トスル三光帯 二僅 二其 力 ノ存 スル事

テ認 ノ、2753且 以 下 ノ短 波長部 ニテハ明二之 テ

認 メ得 ル バ ナ ラズ若 シ其長時間 ノ照射 テ行 ヘ

バ菌3死 滅 セシメ得。 而 シテ2654且 及2536A

ラ中心 トスル光帯 ハ其細菌障碍力尤 モ強 久24
る

79且 二至 レバ再 ピ其力稽 胤弱 ク、終 二2400且 二

至 レバ其力甚 ダ弱 シ。

批 ノ實験 ニテハ光源 ラ流 レル電力弱 キ バ ナ ラ

ズ分光器 ニ ヨル「スペ ク トル」ヲ使用 セル爲 二各

第4表 牛

光禰1ノ有 スル「エ ネルギー」ハ極 メテ僅微 ナルラ

以 テ、若 シヨリ弧 キ光源 ラ使 用 セパ或 ハ本表以

上 二殺菌力 ラ有 スル光帯 ノ範固 テ棚張 シ得 ルヤ

モ計 ラ レザルモ、只全盟 ラ通 ジテ同一波長 二於

ケル時間的相違 ニヨル成績 ヨ リ見 テ殺菌力 ガ時

間 二左右 セ ラル ・事 ハ確然 タル事實 ナ リ。帥 チ

紫外線 ノ有 スル殺菌 力バー定時間以1ソ 作用 テ

必要 トス。

又培 養基L二 菌聚落 ラ肉眼的 二毅見 スル迄 二要

スル日歎 ハ各例 毎 二多少 ノ差異 ラ 見 ル ラ常 ト

ス。嘗 テBie(32),Stenstroml33》,Wiesneras) ,

Winterstein(2t)等 ハ 同一菌株 ニテモ菌 ノ培養時
の

間 ニ ヨリテ紫外線 二 封 ス ル抵抗 テ異 ニス ト言

ヒbBusch(34),Tomaschefski(35、 等 ハ 之 二反封

セ リ。余 モ亦培養期 間 ノ同一 ナル菌株 テ以 テ實

験 テ反覆 セル モ照射後 ノ螢育 日敷 ハ不 同 ナ リ。

此相違 ハ恐 ラク結核菌蛋育 二重大 關係 テ有 スル

培 養基 ノ水素 「イオ ン」濃度 ガ培 養基製作毎 二測

定 シ難 キ程度 ノ差異 ラ生 ズル爲 ト、更 二菌塊磨

砕 ノ際菌盟 二加 ハ ル器械的損傷程度 ノ相違 ガ關

係 スル者 ナ ラン.一 般 二培養基上 二菌聚 落 ラ登

見 スルニ長 時間 テ要 スル部位 ニテハ聚落撒 少 ク

且.ツ磯育状態不良 ナ リ。

二、牛型結核菌

異 レル2種 ノ牛型菌 テ 使用 シ、爲眞第4、 第5

及 表第4、 第5二 示 セルガ 如 キ成績 テ得 タリ。

即 ヂ殆 ド人型菌 二 於 ケ ル 實験成績 二同 ジク、
ぼ

2536A及2654Aノ 殺 菌 力ガ 尤 モ強 キ テ見ル。

型 結 核 菌

一 『____

菌 株 名}牛(1)株 陸(D)株
曹 一 一,一 一

＼

波＼ 、
長 ＼

培養基
ノ種類 小 レ 小 レ

『 『 『 一

小 レ 小 レ

一 一 一

小 レ
ー 『}P-

6時 間

小 レ 小 レ

照射時間12時 間
」

3時 間 4時 間 5時 間

一 一虚

3時 間 6時 間

響 盆 数迄『字
ノ
ハ日
一聚敷一

落
一壁 一

見

帯 惜

1212

柵 惜

1212

帯 帯

1313

榊 柵

1212

柵 帯

1313

柵 柵

1414

柵 州ト

1414

3650A 帯 柵
1212

柵 帯
1212

柵 柵
1313

柵 柵
1212

「再一 柵

1313
州ト 帯
1414

帯 柵
1414

3342且 帯 帯
1212

帯 帯
1212

帯 帯
1313

柵 柵
1212

帯 帯

1313

帯 帯
1414

惜 州ト
1414

3132、&
帯 柵

1212

帯 田 帯 柵 ・帯 柵

12121131311212
帯 柵
1313

帯 帯

1414

惜 惜
1414

∠
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}

り

3022Aレ

駈 一一 ・rF一閑一 一 隔剛幽r・ 占 一 「1r一

柵 柵
1212

・、柵 帯

1212

}卿 騨}● 「陶 劇 一 一r一 ア,← ←嶺 ← 一 一 昏- 一戸 可▼--願■一P

柵 惜 柵 柵1帯 榊 榊 帯1帯 帯

1414
一騨

2967A・

「

二 『一 「}『 一 十十 十十
1212

十十 十十
1213 群 灘 一灘1鷺-門「 亨}7一 引■一一一一一一一 「P'▼1一 騨門嘲「「脚■廟 ρ一 一

1

十十 十卜1十 十;十 十 一 什 十卜

14141314i1515!1414

一 一

十 十
1515

∩0

2894A

一 駈 一

一 一

一

十十 十十
1213

十十 十十
1213

}

十 十
1415

}

2804A 十十 十十

1313
}{一 ～

十十 十十
1213
一 雨 一 マ 曾

十 十
1516

十十 十十
1414

一

十 十
1516
-

十十 十十
1414

・i

++++i十+}++
15151617151511516

,

2700A

'一 一 一 一一

十十 十十
1313

革+ヒF下1什 顧++

一 一一

2654八

}一

十 十
1616

1415;14141141511415

認 勲1禰1弄 冨蒲
____一_1___一 一__噌P

-一 一 一 一 一 十 十 一 一

303・i3232艶 .渕.世1亀 桝 ・竺

圭 志 腕 蕊 茄 茄 壱 志 感 蕊

〔

2536A
印 一 一 「P-■ 一一

一

十 十
1616
-

十 十
1415

十 十
1617

[

2483_7gA 十 十
1415

1

一一テハ2967Aヨ リ短 波甚部 二存 シ.就 中2654A

及2536A尤 モ 強 キ彫ハ 寡眞第6及 第6表 二示

スガ如 シ。而 シテ此 ノ最後 ノニ光帯 ノ5時 間以

上 ノ照射 ニテハ菌 ハ全 ク死滅 ス。

第6表 島型結核菌

 

,

迭長
4078-!

4047A
-　 }

3650A

培養基
ノ種類
一一}冨

小 レ
ー

30分

帯 柵
33

小レ1小日 舳

」

小 レ
ー}

6時 闘照射
時間

数
字,
ノ、

聚
一 落 一

搬

逡,

イ
数

1刷 編5繭
一

柵 什}、柵 柵1帯 州ト
3333・33

帯 帯
33

州1帯
33
柵 柵 ・柵 轍 柵 描
333333

帯 帯
33

3342Al

副
柵 柵
33 馳1馳i馳

;
帯 帯
33

樹 柵
33
帯 柵
33
州1帯

33

1幅 柵

33
帯 帯
33

2967A 惜 柵
33
十十十←
33
4十十}

33

十十十十

33
十 十
33

2894A 柵 柵
33
十十十}
33
十十十}
33
十 十
33

↓ 十

33

2804A 十十十}

33
十十十}
33
十十十十

33

十 十
33
十 十
33

2753A 十}十}

33
十←十十
33
+十

33

十 十
33

一 一

1010

2654A 十 十
33
十 十
33
十 十
33

一 一

1010

一 一

1010

2536A 十 十
33

函

十 十
33
十 十
33

一 一

1010

一 一=

101(聾

2483-
79A

十十十}

33
十 十
33
十 十
33

一 一

1010̀

一 一

1010一
2400A 惜 帯

33
十十十十
33
十十十昏

331
十 十
33
十 十
33

第5表 牛型紹核菌

 

■

(1) 株

小 レ

6時 間

 

牛
　

小 レ 小 レ

1時 間5時 間

帯 柵 柵 柵 惜 柵
1212112121212

柵 柵1柵 柵1柵 柵

12121212、12121

柵 柵 帯 柵 柵 柵
「121212121212

　

帯 柵 十什 帯 柵 榊
121212121212

益 益磁 志:古 古
朴 什}十 十!十 十
1212・141411414

十十 十十 十 十 十 十

12131515:1617

十十 十十11212
十 一 一 一
20282828

十 十 一 一 一 一

131428282828

千　 +一=_一 一
151528282828

28282828
十十

12

十十

12

十十

13

十十

12

一 【

++++
13141314

菌 株 名
▽1

、

波
長 ＼

培養基
ノ種類

一

照射時間

摺A 数

一字_

桑
落
疲

.見_

導
一 日 一

倣

3650A
一 　

3342」&

3132A

2967A
一1一 一

{

2894A
l

-r

}

2804ズ1

一

2753A

2654A

2536A

2483-
7gA 、6'

1

2400Al

三、鳥型結核菌

一種 ノ鳥型結核菌 テ以テセル實験 ニテハ菌 二封

難 難嬬 灘 、翻 講 ・喉 第7及第慰 鴇 轟967臥 ヨ,
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短キ壊母～光帯づ逸デ菌 ノ登育阻止力テ有 乳

殊二25鱒且母張『受 テ次イ『2654み2483A・

2753A等 ナ リ。 i-1∴`∵ 璽 二,
の

げ も ぜ

'・=第7表 「チ モ テ ーJ菌

・';＼灘 時講 時漏
饗A_撃 一盤 雌 雌 雌 雌 雌

∵ 鋤 且・ 桑 雌 雌 慢ぐ性 讐 璽

蹴:甕:馳 馳 世雌b

3畷9『 雌 雌 雌 雌 雌 雌

2967且一 鼠 一 壕 讐 鷺 鷹 覧 塊

2894A耽ttt境 噛

●
:瓢F隈 蔭 著
2pa
,4A'1".なt4'皇 唱r。 正

2537A∵ 蝕 詞 茄 言量

娼3鶉
A .∵t曳 陛'葡

24・・A性 噺 鴛 樗 讐 篭

五、 大腸 菌及 白色葡 萄状 菌"

此 ノ他 二余ハ参照 トシテ、寒天培養基上二24時

間培養 セル大腸菌及白色葡萄状球菌 ノ稀薄浮游

液 テ以テ1時 間及1時 間牛前記諸實験 ト同檬 ノ
唱

實験 テ行ヘルニ、既記 ノ抗酸性菌二於ケル實験

成績 ト全 ク同檬ナル成績 ラ得タリ。

第四章 結 論

余ハ余 ノ實験成績 ヨリ次 ノ如キ結論二達 スルテ

得 タリ。

1・ 水銀石英燈 ヨリ嚢起 スル 紫外線中2967A

ヨリ短キ波長 テ有スル光帯ハ人型、牛型及鳥型

結核菌拉 ピニ「チモテー」菌等ノ抗酸性菌二封 シ

登育抑制力ラ有ス。

2・ 上記 ノ抗酸性菌 二封 スル登育阻止力ハ2536

Aテ 中心 トスル光帯部尤モ強 ク、次 イデ2654A,

2483A及2753Aニ シテ、是等 ノ光帯ニヨル長

時間 ノ照射ニテ各種 ノ結核菌ハ死滅 ス。

3.大 腸菌及白色葡萄状球菌=封 スル紫外線 ノ

登育阻1ヒ作用ハ抗酸性諸菌二封スルモノト殆 ド

同ジ。

4・ 余 ノ使用セル墨汁加鶏卵培養基ハ寡眞撮影

二便利ニシテ菌聚落 ラ登見 スルニ容易ナリ。

摘筆二際 シ本研究 テ指導 セラレタル所長三戸博

士及甚大 ノ便宜 テ與ヘラレタル京大理學部木村

教授拉 ピニ同教室 ノ内田理學博士、副島理學士

ノ厚意テ記 シテ深 キ感謝 ノ意テ表ス。
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